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■放射線と生活習慣によって、がんになるリスク

？
使い終わった
燃料は、

どうなるの？

自然界から受ける放射線量の
2,000分の１以下です。

放射線の被ばく線量が100～200ミリシーベルトあたりから、被ばく線量の増加に
従い、発がんするリスクが増加します。
100ミリシーベルト以下では、放射線による発がんリスクの明らかな増加を証明する
ことは難しいということが国際的な認識です。

出典：国立がん研究センター、政府関係省庁「放射線リスクに関する基礎的情報」をもとに作成
※1 広島・長崎の原爆被ばく者の疫学調査　　※2 成人（40～69歳）を対象としたアンケート調査
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原子力発電所周辺の人が受ける放射線の量は、

【日常生活と放射線の量】単位：ミリシーベルト

安全上放射性物質として
扱う必要のない放射線の量

原子力発電所からの
放出実績（年間）

出典：電気事業連合会「放射線Q&A」、UNSCEAR 2008 report ほかをもとに作成
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5年間につき100ミリシーベルトかつ
1年間につき50ミリシーベルトを超えない

これより低い線量では臨床症状が
確認されていません１人あたりの自然放射線（年間）

九州電力CSRダイジェスト２０１５

原子力発電所では、発電所周辺への
放射線量の管理を徹底しています

九州電力CSRダイジェスト／タリフ／放射線／表面 W：210mm×H：297mm

詳しくは裏面へ



使い終わった燃料は、再処理され、
再び燃料として利用されます。その過程で発生する
高レベル放射性廃棄物に、何重ものバリアを施し、
地下深い地層に安全に処分されることになっています。

　日本では、高レベル放射性廃棄物を安定した形態に固め（ガラス固化）、地下300ｍ以上の深い地層に安
全に処分することを基本方針としています。
　国の研究により、地層処分が技術的に可能で、処分施設を安全に建設できることなどが確認されており、
現在、国が前面に立って、処分施設や建設地の選定について検討しています。
　地層処分は、国際的にも、技術的に最も有望な方法とされており、諸外国でも取組みが進められています。
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出典：原子力発電環境整備機構「高レベル放射性廃棄物の処分について一緒に考えてみませんか？」をもとに作成

●放射性物質を
　ガラス構造に取り込む
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●放射能が高い期間、
　地下水とガラス固化体の
　接触を防止
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　移動を遅らせる
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放射性物質が地中を移動するシナリオを
保守的な条件で解析した場合であっても、
地表に到達した際の放射線量は、
最大でも自然界から受ける放射線の
10万分の1以下です。

隔
　
離

閉じ込め

岩盤
緩衝材

九州電力CSRダイジェスト／タリフ／放射線／裏面 W：210mm×H：297mm


